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言語聴覚研究第2巻第1号をお届けいたします．本号には，原著論文2編，昨年

の学会のシンポジウムから，特集「嚥下チームの立ち上げと言語聴覚士の役割」2

編，講座「言語聴覚療法に認める『倫理性』と『倫理綱領』の関係」，調査報告「介護保

険施設における言語聴覚療法の現状と課題」，また，リポート「現場，最前線」とし

て「補聴器の進歩と言語聴覚士の役割」が掲載されています．これらの論文や報告

は，私たちの専門領域の動向を敏感に反映しているように思われます．すなわち，

臨床と研究の対象や領域が拡がり，言語聴覚士としての独自性を持ちながら，異な

る専門分野の人々とよりよいコミュニケーションを図ることによって，チームの一

員としての役割を果たすことが求められているということです．また，専門領域が

分化し多様化している現在，同じ言語聴覚士として仕事をしていても，すべての領

域に通じることは至難の業です．支援を必要とする方々からの多様な，かつ変化す

るニーズに応じて，専門的サービスを提供していくために，本誌を情報交換や議論

を深める場として活用していただければと存じます．

論文審査の作業も，一種のコミュニケーションではないかと思うことがありま

す．論文の質を高めるという共通の目的に向かって，暫しのやりとりをすることに

よって，顔も名前もわからない相手ではありますが，真摯な熱意と誠意を感じるこ

とができるからです．臨床活動の中で，客観的･科学的なデータを集積し，学術論

文としてまとめていくことは容易なことではありません．しかし，私たち自身のコ

ミュニケーション能力を磨くためにも情報収集のみにとどまらず，専門領域を問わ

ず誰もが理解できるようなわかりやすい表現で情報発信していけるよう日々研鑽を

積みたいものです．幅広い分野から，より多くの方々の投稿をお待ちしています．

(玉井ふみ)
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